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北部女性の見た南部と南北戦争
──キャロライン・シーベリーの日記を読む──
大 井 浩 二
19世紀アメリカ南部といえば，南部人の生活や意見に色濃い影を落として
いた黒人奴隷制度や南北戦争のことがほとんど反射的に思い出されるが，たと
えば南部女性が書き残した日記のいくつかを読むだけでも，そのことは明らか
になってくる（大井 99−112）。当然のことながら，この種の南部女性による
日記には，奴隷制度や南北戦争に関する南部側の主張を肯定的に受け止めた記
述が見出される。だが，奴隷制度の地理的拡大を巡る対立から連邦を脱退し
て，南部連合を結成するに至ったアメリカ南部は，北部からやって来た白人女
性の目にどのように映っていたのだろうか。この問題を考えるために，1854
年 10月から 63年 8月までの 9年間をミシシッピー州コロンバスで過ごした
北部女性キャロライン・シーベリー（1827−1893）によって断続的に書き綴
られた日記を取り上げてみたい。
この日記の原稿をミネソタ歴史協会の書庫で発見した編者スーザン・バンカ
ーズによると，キャロライン・シーベリーは 1827年 6月 1日にマサチューセ
ッツ州サウスブリッジで生まれているだけでなく，先祖はコッド岬あたりの出
身であったらしいので（32 ; Bunkers 6, 130），日記のなかでしばしば繰り返
されているように（25, 34, 102），彼女は生粋の「ヤンキー」であった。日記
の書き始められる 1854年までに彼女は両親と弟と 5人の姉妹を相次いで結核
で失い，このことは 1857年 7月 4日の日記にも触れられているが（50），12
歳年下の妹マーサと 15歳年下の弟チャニングと一緒にニューヨーク市のブル
ックリンに住む母方の叔父夫婦の世話になっていた 27歳のキャロラインは，
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経済的に自立した生活をするために，ミシシッピー州にあるコロンビア女学院
のフランス語教師として赴任することになる。シーベリーの日記はブルックリ
ンを午後 5時に出発した 1854年 10月 7日から書き始められているが，彼女
に同行したのはコロンバス在住の実業家でコロンバス女学院の理事でもあった
エイブラム・マードック氏（Bunkers 130），「始めての長旅に出る」（25）彼
の甥，それにもう一人の女教師ミス・スミスであった。
シーベリーの南部日記は 9年間に亙って書き継がれているが，それは毎日
の出来事を規則正しく書き留めるといった種類の日記ではなくて，1854年 10
月 7日の最初の長い記事の後には，11月 18日になって「6週間が過ぎた」
（36）という一文で始まる記事が続き，その年のクリスマスの記事から翌 55
年 2月 8日まで空白になっているし，1856年には正月と 7月 10日とクリス
マス週間の 3回分の記事しか残されていない。この種の変則的な日記を書く
ことになった経緯を説明して，シーベリーは妹マーサが一緒に暮らすようにな
った 1854年のクリスマスに「教師の単調な生活は，自分自身の考えから得ら
れるもの以外にほとんど何の変化もない。私の旅行のことを書き記したよう
に，生まれて初めて，日記のようなものを付けてみようと思うが，3カ月に一
回も見ることはないにしても，書きたい気分になったときに，ゆっくりと時間
を過ごすことができるだろうし，時たま，後になって振り返ってみたいような
ことが起こるかもしれない──妹と私とで一緒に。速記でざっと書き留めてお
いて，暇なときに詳しく書き込むことができるのだから」（37）と述べてい
る。
こうして書き始められた日記の冒頭に置かれた 1854年 10月 7日付の記事
には，北部のブルックリンから南部の目的地までの数日間におよぶ旅行での見
聞が詳しく（編者によると，原稿では 17ページに亙って［Bunkers 8］）書き
込まれている。汽車やフェリー，さらには駅馬車を乗り継ぎながら，フィラデ
ルフィア，首都ワシントン，リッチモンド，オーガスタ，モンゴメリーなどを
経由してコロンバスに到着するまでの長く苦しい旅行を「世間知らずのヤンキ
ー娘」（34）を自称する彼女が耐え忍ぶことができたのは，アメリカ南部とい
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う未知の世界に対する強い憧と期待によって支えられていたからであった。こ
れから向かおうとする「遠い南部」を明るいイメージで捉えているシーベリー
は，それは「微風に吹かれる花々の国として広く知れ渡っている──そこにつ
いて書いた人たちは，至る所に芳香が漂っている，と教えてくれる。現地の
人々の間で《ヤンキーの教師》の生活がどのようなものであるかを，私は学ぶ
ことになるのだ」（25）と述べている。彼女が出発した季節が「初秋」で，
「冷たい風」が「色あせた木の葉を追いやり，花々のほとんどが別れを告げ
て，姿を消していた」（25）こともあって，花々の咲き乱れる永遠の春の状態
にあると考えられる温暖な南部に必要以上の期待を掛けることになったのかも
しれない。ともあれ，その南部という未知の地方で《ヤンキーの教師》という
「真剣な仕事の生活」を送ることを決意した彼女は，「私は悲しくて，陰鬱で，
悲哀に満ちた過去を棄てて，経験したことのない未来に向かおうとしていた。
より明るい未来を，少なくとも人様の役に立つ，満足できる未来を願う私とし
ては，『その死人を葬ることは，死んだ過去に任せる』ことができるだけであ
った」（28）とも語っている。彼女が日記のなかで何回か使っている表現を借
りるならば，「陽光に溢れた南部」“Sunny South”（43, 47, 64, 93）での生ま
れ変わった生活を彼女は夢見ていた，と言い換えることができるかもしれな
い。
たしかに，シーベリーは「世間知らずの」北部女性にはちがいなかったが，
その彼女にしても，南部における黒人奴隷制度の存在を知らない訳ではなかっ
た。日記の最初の記事にも，「私たちはもちろん，さまざまな新しい制度を見
るために新しい土地に行こうとしていた──そこには少なくとも一つの制度
が，《南部に特有の制度》があることを知っていた」（31）という記述が見出
される。だが，まことに奇妙なことに，コロンバスに着いてから 6週間ばか
りが経った 11月 18日になっても，「奴隷制度の影響はほとんど見かけない
し，事実，召使たちの日常生活を除いては，何一つとして見かけない。奴隷制
度の恐ろしさについて聞かされてきたことは，どれも正しいかもしれない。彼
ら［黒人奴隷たち］は幸福で，無頓着で，無神経な人種のように思われる」
６３北部女性の見た南部と南北戦争
（36）という感想を漏らし，やがて合流することになる妹マーサにとって，南
部の「温暖で，芳香に満ちた空気が穏やかな強壮剤となり，結核という一族の
恐ろしい宿痾から彼女を守ってくれるだろう」（37）といった期待を表明して
いるにすぎない。とはいえ，その年のクリスマスの日記で，南部を「すべての
人々が神から送られた幸福の手段を持っている土地」と呼びながらも，「少な
くとも，その手段を用いる自由のあるすべての人々」とシーベリーが但し書き
を付け加えているのは，その「自由」を奪われた黒人奴隷の存在を意識しての
ことだろう。
だが，この日記作者が「かの有名な『南部に特有の制度』」（37）の存在を
体験するのは，南部到着後 4カ月経った翌 1855年 2月になってからのこと
で，2月 8日の日記には，前夜の 12時前に，雑働きの女中で混血のミリーが
寄宿生の持ち金 20ドルを盗んだという理由で，主人に鞭打たれるという事態
が持ち上がったことが記録されている。シーベリーは自室に閉じこもっていた
にもかかわらず，地下室から聞こえて来る「彼女の嘆願と奇妙に入り交じった
［主人の］ひどい罵声」を閉め出すことができず，「すべてが静まってからずっ
と後まで，私がこれまでに聞いたどんな音にも似ていない物音が耳にずっと響
いていた」（38−39）と書いている。2日後になって，20ドル紛失事件の犯人
は，裕福な農園主の娘で，盗癖のある別の寄宿生であったことが判明し，事件
は校長によってもみ消されてしまうが，「多くの日々が経過するまで，あの物
音が私の記憶から消え去ることはあるまい。それは奴隷制度の仕組みに対する
私の最初の経験だった。第二の経験がないことを祈りたい」という言葉を彼女
は口にしている。「恵まれた土地を美しくしているどんなに輝かしい太陽で
も，どんなに美しい花でも，何時いかなるときにも可能な残酷さの暗い影を私
に忘れさせることはできない」（39）という発言から，「陽光に溢れた南部」
で受けた彼女の思いがけないショックの大きさを読み取ることができるだろ
う。
それから 2ケ月後の 4月 5日には，この彼女の発言を裏書きするような別
の事件が起こっている。「美しい春の朝」，妹と散歩に出掛けたシーベリーは，
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自然界に現れた「ほとんど魔法のような変化」を楽しみながら，周りの「素晴
らしい美しさ」を語り合っていたとき，生まれて初めて逃亡奴隷の姿を見かけ
る。馬に跨がった「ニガー・ハンター」，その馬の鞍に手の鎖を縛られ，踝に
も鎖を付けられたままで走ることを余儀なくされている逃亡奴隷，さらに，そ
の後ろからやって来る「2匹の大きな，ずんぐり頭の，獰猛な犬」。人も馬も
犬もあっと言う間に駆け抜けて行ったが，「私たちの周りの美しいものすべて
が何と変わって見えたことか。その全ての上に，あの奴隷制度という蛇のギラ
ギラした光が投げかけられたからだ。奴隷に鎖が掛けられる話を読んだことが
あったが，狂信的な人間の誇張された作り話ぐらいにしか思っていなかった。
目の前にあったのは有りのままの真実であって，その恐ろしさを一層生々しく
するために空想の力など借りる必要はなかった」（39）という率直な感想をシ
ーベリーは書き付けている。1856年の元日の朝，プランテーションを初めて
訪れて，黒人奴隷が売買される光景を目のあたりにしたり，逃亡奴隷を捜し出
すための「犬の使用に関する活発な議論」を耳にしたりしたときにもまた，
「私にとっては悪魔に相応しいやり取りとしか思えない話題を，このように落
ち着いて，全く事務的に議論することのできる，人間の姿をした連中を私はど
んなに魂の奥底から嫌悪したことか」（43）と書かれている。「これほどまで
に手のつけようのない，絶望的な悲惨さの光景」（43）を経験した彼女にとっ
て，奴隷制度という「南部に特有の制度」は，「陽光に溢れた南部」というエ
デン的世界に忍び込んだ「蛇」であると同時に，その陽光をかき消すような
「残酷さの暗い影」であった，と言わねばなるまい。
だが，コロンバス女学院のフランス語教師として単調な生活を続けるうちに
（「北部のすっかり目覚めた生活に慣れている者は死んだような単調さに飽き飽
きする」と 1856年のクリスマス週間の日記に書かれている［46］），この南部
的世界に対してシーベリーが覚えるようになったのは，ただ単に「魂の奥底」
からの嫌悪感だけではなかった。1857年 4月 24日の日記には，コロンバス
の町に天然痘が発生したことを知った彼女がボランティアとして患者の貧しい
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少年の看病に当たることを申し出たことが記されている。彼女自身がかつて同
じ病気に罹ったとき，命永らえることがあったら，献身的に治療してくれた
人々の「世話と親切」に報いるために「自分にできるだけのことをする」とい
う「厳粛な誓い」（47）を立てたからである，とシーベリーは説明している。
「あれはマス［マサチューセッツ］でのことだったが，今はミス［ミシシッピ
ー］でのことである」といった具合に言葉遊びをしながらも，「私はまず，あ
の決心をしたときの私の誠意を試さなければならない」（47）と述べた彼女
は，翌 25日には使い捨てにするつもりの古着の包みを持って，患者の家に出
掛け，5月 5日まで缶詰状態で看護に努めている。貧しい母と息子に感謝され
て帰宅した彼女は，その日の日記に，「同じような状況でいろいろなものを受
け取ったことよりも，彼ら［母と子］に僅かでも与える力が私にあったことが
大きな喜びである」（48）と書き留めている。
このエピソードには続きがあって，翌 6日の夜には，彼女の奉仕活動を知
らないはずの人たち（実はコロンバス市の関係委員会［Bunkers 131］）から
感謝の印として「銀食器のプレゼント」（49）が届けられたことが記されてい
るだけでなく，9日には「今朝，目を覚ますと，私は有名人になっていた──
少なくとも，新聞のなかでは」（49）と書かれていることからも察せられるよ
うに，委員会の感謝の言葉と，それに対するシーベリーのお礼の言葉が新聞記
事になっている。この記事の切り抜きを彼女は日記に貼り付けてあが，編者の
解説によると，それには「気高い行為」という見出しが付けられていた（Bun-
kers 131）。それから 2カ月以上経った 7月 15日の日記には，前日に「ブレ
スレット 1個とケーキ 1籠」という「思いがけない贈り物」が彼女の部屋に
届けられたことが明らかにされ，それに付けられたコロンバス市長と市会議員
2名からの感謝状が転写されている（50−51）。翌 16日の日記には，彼女自身
の筆になる謝辞を書き写すとともに，「たしかに，この 2, 3週間というもの，
私はこの土地にも人を思いやる精神を備えた，暖かくて親切な心の持ち主がい
ることを示す数多くの証拠を手に入れている」とシーベリーは書き記し，「『南
部人のホスピタリティ』について本でいろいろ読んで来たことの意味を今初め
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て理解している」（51）と打ち明けている。こうして，黒人奴隷制度には嫌悪
感を抱きながら，「南部人のホスピタリティ」には好感を覚えるという形で，
シーベリーのなかに南部世界に対するアンビヴァレントな感情が生まれること
になったという事実を，彼女の日記の読者は見逃すことができない。
この天然痘騒動から 8カ月ばかり経った 1858年 1月 2日の真夜中に書かれ
た日記には，「わが家の病気」（1857年 8月 4日：52）である結核を患ってい
た妹マーサの病状が悪化したことに触れて，シーベリーは「私が長い間恐れて
いた不幸が訪れた。私の愛する，たった一人の妹は，今朝，私に会ったが，青
ざめ，やつれ果てていて，喀血の後に残る明白な兆候が見られた」（52）と記
していた。その後，長い空白を置いて書かれた 6月 14日の日記には，「半年
前，私は不幸が訪れた，と書いた。その時は，その前触れを見たに過ぎなかっ
た──今では，すべてが終わってしまった。1週間前に，最後の長い眠りにつ
いた妹を，私は限りなく甘やかな花々の間に横たえた」（53）ことが明らかに
されている。南部の「温暖で，芳香に満ちた空気」が「穏やかな強壮剤」にな
ってくれれば，という姉の願いも空しく，異郷で 19年の生涯を終えた妹を偲
んで，シーベリーは「長い交わりによって，私たちの魂は一つになっていた。
その妹は，少ししか離れていないと何時も言っていたホームに旅立ってしまっ
た。ああ，それはこの冷たい世界から何と遠く離れていることか。この世界で
私は一人，たった一人なのだ」（53）とも嘆いている。妹に死なれてしまった
今では，「未来は長引く苦悩以外の何物でもない」と感じる彼女は，「死の暗い
川が私たちの楽しい語り合いの思い出を洗い流してしまった」（53）とも語っ
ている。
すでに触れたように，日記作者シーベリーにとって，黒人奴隷制度は「残酷
さの暗い影」であったが，妹マーサを奪い去った「死」がやはり「暗い川」と
表現されている点に注目しなければなるまい。「暗い影」のイメージも「暗い
川」のイメージもともに「陽光に溢れた南部」の非現実性を浮き彫りにしてい
る，と言えるのではないか。こうして，愛する妹の死もまた，南部に対するシ
ーベリーの感情を悪化させるに十分であっただろうが，この場合にも意外な事
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態が持ち上がっている。マーサの死を告げる記事が書かれたのは，6月 14日
のことであったが，その翌日の 15日には，フレンドシップ共同墓地の管理者
たちが用意した証書によって，妹が葬られている墓地の一区画を提供してもら
えることになった旨が記されている（54）。「人間の苦悩のために働いたミス
・キャロライン・R・シーベリーの博愛的な尽力に対して」云々という表現が
証書に見られる点から察して，例の天然痘騒ぎのときに彼女がボランティア精
神を発揮したことに対する返礼の意味が込められている，と考えられるが，
「赤の他人と言ってもよい人々」から「妹の大事な遺骸が眠っている，私自身
のものと呼べる唯一の場所」（54）を与えられたことに感激したシーベリー
は，翌 16日には「私の気持ちを表現する言葉を見つけるのは，難しい仕事だ
った」（54）と言いながらも，鄭重な礼状を認めている。そこでの彼女が「ど
のような場所で私の人生の旅が終りましょうとも，皆様のフレンドシップ共同
墓地にあるあの木陰の墓以外に，私が切なる願いを抱いて向かって行ける休息
所は，この地上のどこにも存在いたしません」（55）と書いたとき，彼女のよ
うな「身寄りのない孤児」（54）が南部社会の一員として受け入れられたこと
を実感していたにちがいない。ここでもまた「陽光」が溢れていると同時に
「死の暗い川」の流れている南部に対するシーベリーの複雑な反応を読み取る
ことができるのである。
シーベリーの日記を「自らを南部文化のアウトサイダーと見做す女性の視座
からアメリカ史の重要な時期を記録した意義深い歴史的証言」と位置付ける編
者のバンカーズは，「それは傍観者でありながら，奴隷制度によって容認され
ている人間虐待に掛かり合うことを余儀なくされた彼女の無力感を表現してい
る」と説明し，「二重の視点（インサイダー／アウトサイダーの視点）」を備え
た「日記作者の洞察力」を高く評価している（Bunkers 14）。たしかに，南部
社会に対してアウトサイダー的嫌悪とインサイダー的愛着を覚えるシーベリー
のアンビヴァレントな態度は，彼女が北部からやって来て南部に長年住み着い
た他所者であったという事実と切り離しては考えられないだろう。だが，シー
ベリーが南部に旅立った 1854年に刊行された『農園主の北部から来た花嫁』
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の著者キャロライン・リー・ヘンツ（1800−1856）は，彼女と同じマサチュ
ーセッツ生まれの北部女性であったにもかかわらず，「南部に特有の制度」を
熱烈に擁護し，「陽光に溢れる南部」を惜しみなく賛美する小説を書いたとい
う意味で，南部文化におけるインサイダーの立場を打ち出し，他方，その 2
年前に出版されて，ヘンツの矢面に立たされたベストセラー小説『アンクル・
トムの小屋』のハリエット・ビーチャー・ストウ（1811−1896）の場合に
は，コネティカット出身の北部女性であったが故に，「残酷さの暗い影」に縁
取られた奴隷制度を徹底的に非難攻撃することによって，南部社会のアウトサ
イダー的存在となっていた。この二人の同時代の女性作家が取った南部に対す
る両極端の姿勢と対比させたとき，アウトサイダーであると同時にインサイダ
ーでもあった北部女性シーベリーの日記における「二重の視点」の特異性をは
じめて正しく理解することができるのである。
1861年 4月に南北戦争が勃発してからも，シーベリーは南部に対して同じ
姿勢を取り続けている。開戦直後の 6月 18日の日記には，叔父エドウィンか
ら「この呪われた国」（61）を棄てて，ニューヨークへ戻って来るようにとい
う手紙を受け取ったことが書かれているが，彼女は「何をするのが一番いいの
かを決めるのは容易なことではない。ここでの強い愛着を──妹や私自身の長
患いのときに誠意を見せてくれた友人たちを捨てねばならない。妹の墓もここ
にある。アメリカ全土に悲しみが降りかかろうとしていることは私にも分かっ
ている。その苦悩を和らげるために，神の御心にかなう所ならどこにでもい
て，私にできるだけのとを進んでやってのけたい。ここにいるのは，戦争目的
に共鳴しているからではなくて，苦しんでいる人々を思いやってのことなの
だ」（61）と説明している。やがて彼女が傷病兵看護のボランティアとして働
くことになったのも，南部に対する「強い愛着」のせいであったにちがいな
い。1862年 2月 14日の日記には，ホテルを改造した野戦病院の悲惨な様子
が数ページに亙って子細に描かれ，一人の「苛酷な労働の痕跡を留める手をし
た」負傷兵から，妻に手紙を書いて欲しいという臨終の願いを聞かされた彼女
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が，その約束を果たすことになる経緯なども詳しく記されている（66−67）
が，アマンダ・ブッシュと名乗る兵士の妻から届いた 5月 12日付の誤字だら
けの礼状（69）が日記帳に保存されているという事実もまた，南部の人々に
対するシーベリーの「強い愛着」を裏書きしていると言えるのであるまいか。
だが，その「強い愛着」にもかかわらず，彼女は自分が北部の人間であるこ
とを，体のなかを「ケープ岬の血」（32）が流れていることを片時も忘れるこ
とができない。「ヤンキーの裏切り行為，恥ずべき欺瞞，前代未聞の残虐」な
どと書き立てる南部の新聞を読んだ彼女は，「私の生まれ故郷のためにも，そ
れが誇張された表現であることを私は心の底から願っている」（1862年 2月
16日：65）と書き，「すべてのヤンキーに対する悪罵の言葉を絶えず耳にして
いながら，それを聞かなかったかのようにやり過ごさなければならないのは，
とても愉快とは言えない」（1863年 6月 1日：76）と告白している。1862年
6月 1日には，北軍の捕虜が「ヤンキー・ドゥードゥル」やアメリカ国歌を歌
うのを耳にして，「久しぶりの懐かしい曲を聞いて，不思議な感慨が体を駆け
抜けた」とか，「涙がとめどなく流れ落ちた」（70）とかいった言葉を書き連
ねている。この 6月 1日の日記にはまた，「南部連合の国旗が翻るのを最初に
見た瞬間から今夜まで，感情面での 藤があった──生来の傾向が個人的な愛
着とせめぎ合っていた」（70）という一文も見られるが，それはアウトサイダ
ーとしての「生来の傾向」とインサイダーとしての「個人的な愛着」の 藤と
読み替えることができるだろう。それから 1カ月半ばかり経った 7月 15日の
日記から，南部生まれの教師しか採用しないという校長の方針で，シーベリー
はコロンバス女学院を解雇され，1週間前からウェイヴァリーにある知り合い
のプランテーションで住み込み家庭教師として働き始めたことが判明するが，
その「強烈な南部精神が常に南部に忠誠を誓って煮えたぎっている」校長が実
はヴァーモント州生まれ，つまり彼女と同じ北部人であったというのは，いか
にもアイロニカルな状況であると同時に，「生来の傾向」と「個人的な愛着」
の両立が容易ならざる離れ業であることを物語っている。「私自身と同じよう
に，感情が分裂している人たち，私には偽善的と思われるような熱烈さで，
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《陽光に溢れた南部》に生まれた人間よりももっと声高に［南軍の］勝利を喜
ぶ人たちもいる」（1861年 7月 28日：63−64）という言葉は，「二重の視点」
を獲得するためには，感情の分裂を経験し，偽善的にさえならざるを得ないこ
とを暗示している，と受け取ってよい。
結局，南部社会に置かれた北部女性に襲いかかる「精神の苦悩」（1861年 7
月 4日：63）に耐え切れず，「人が生まれ故郷に対して抱く強い愛情がいかに
自然であるかを，私は刻々に感じている」（1863年 1月 4日：74）と書くシ
ーベリーは，まさに望郷の念もだし難く，といった心境で，南部脱出を決意す
る。彼女の日記の残り三分の一は，南軍ヴィクスバーグ要塞が陥落した後の
1863年 7月 29日の朝，ウェイヴァリーを出発してから 8月 27日にニューヨ
ークに帰り着くまでの記述に当てられているが，ラバに引かれた，北部贔屓の
南部人ストーン氏所有の幌馬車でミシシッピー川に向かう途中の南部社会の様
子を彼女は詳細に伝えている。この長旅が始まってすぐ，荒れ果てた農地や北
軍から逃げている貧しい人々の群れを目のあたりにした彼女は，「私は病院で
は別として，この戦争の豊かな側面しか見て来なかった。事態の別の側面が姿
を現し始めていた」（85）と 7月 29日の日記に書き留めていた。さらに，そ
の翌日には，水を貰いに立ち寄った家で，一人息子を戦場に駆り出された貧し
い母親が呟いた「これはお金持ちの戦争ですよ」という言葉が「この 2日間
で私の確信となっていたもの」を言い表している，と感じたシーベリーは，
「これこそ，私が一方的にしか聞かされていなかった話の別の側面で，実に哀
れであった。この『独立のための戦争』の冷たい現実は，私が見かけたすべて
の貧しい人々の家にあった。これまでの私たちの道中で，それ以外のものは何
もなかった」（91）とも語っている。
もちろん，この種の戦争批判を口にすることは，とりわけ北部の人間にとっ
ては危険極まりないことであって，「連邦軍に対する愛情」を抱いているスト
ーン氏が「そんな話を南部の人間にすると，ただでは済まない，と率直に話し
ていた」（90）にもかかわらず，この「冷たい現実」をシーベリーは客観的に
見据え，日記のなかに詳細に記録している。たとえば，7月 31日には，北軍
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の手に落ちないため，という「軍事的必要性」から焼き払われた建物の「亡霊
のような高くて黒い煙突」（92）を見かけたり，二人の息子を戦争で失い，残
る一人も「軍隊で酒の味を覚えた」と涙ながらに訴える老母の話（93）を聞
いたりした後で，彼女は「こうした問題の側面は，独立を勝ち取った後で《陽
光に溢れる南部》がどうなるかについて大言壮語して来た人々すべてによって
注意深く隠蔽されていた」（93）というコメントを加えている。8月 3日にも
また，ヴィクスバーグの戦闘で恋人が戦死したという知らせを受け取って，悲
嘆に暮れている若い娘の泣き声を耳にした彼女は，「悲しみは至る所にあっ
て，どこに私たちが立ち寄っても，戦争の傷跡の見られない場所は一つとして
なかった」（98）と書き付けている。編者バンカーズはシーベリー日記そのも
のを「一人の個人が無知から経験へと成長する長い遍歴の旅」（Bunkers 16）
と呼んでいるが，南北戦争の「冷たい現実」という「別の側面」を発見するこ
とになったシーベリーの 6日間の馬車旅行にこそ，この表現は相応しいので
はあるまいか。
ミシシッピー川まで辿り着いてからの 3日間，川中の小島で足止めを食ら
ったシーベリーは，孤島に流れ着いたロビンソン・クルーソー（1863年 8月
12日：106）か，「裁判に掛けられないまま有罪を宣告された囚人」（107−
108）になったような気分を味わうが，やがて手持ちの材料でこしらえた星条
旗を打ち振っているうちに，ヴィクスバーグで戦った北軍兵士を満載した船が
運よく通りかかり，メンフィスまで便乗させて貰うことになる。メンフィスか
ら船を乗り継いでイリノイ州ケアロに上陸した彼女は，そこから汽車でシンシ
ナティに向かい，従姉の許に 10日間，身を寄せた後，ブルックリンの叔父の
家に帰り着いたところで，この日記は終わっている。
シンシナティ滞在中の彼女は，南部で見慣れた「紡ぎ車」に代わる活気に満
ちた「都市の物音や光景」に接して，否応なしに「過去数年間とのコントラス
ト」（114）に気づかされたり，ニューヨークへ向かう汽車のなかでも，刈り
取られたばかりの干し草の「長い間忘れていた，懐かしい甘い香り」（115）
や，「造化の神の手によるものであれ，人間のささやかな営みであれ，《美しい
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もの》」（115）に心を奪われたりしているが，これらの場面はいずれも，南部
で味わわされた「狭い場所に閉じ込められたような気分」（108）から解放さ
れた喜びを伝えている。この日記の結末には，「ニューヨークの雑踏」のなか
で，ブルックリンの従兄に会いにやって来た「背の高いヴァーモント生まれの
男性と二人の世間を知らなそうな妹たち」（これが噂に聞く「お上りさん」だ
ろうか，と彼女は付け加えている）に道を訊ねられて，行き先の同じシーベリ
ーが案内役を買って出る，といった小説もどきのエピソード（115−16）が置
かれているが，そこには住み慣れた北部の都会で，水を得た魚のように振る舞
っている日記作者の姿が垣間見られると同時に，南部へ旅立ったときの彼女も
また「世間知らずのヤンキー娘」であったことを思い出した読者は，彼女がま
さに「無知から経験へと成長」したことを再確認するのではないか。また，
「生まれ故郷」（116）に安着したことを神に感謝するに当たって，南部で涙と
ともに聞いたアメリカ国歌の「自由の大地」（116）という表現に敢えて言及
しているのは，奴隷制度が「暗い影」を落とし，「死の暗い川」が流れていた
南部という「別世界」（116）に訣別して，北部の「自由の大地」を踏み締め
ることができた感激を強調するためであった，と考えたい。
北部に帰ってからのシーベリーについては，セントポールに住んでいた弟チ
ャニングと一時期同居したり，1880年代には南部のどこかで暮らしたりして
いたが，1893年 3月 18日に首都ワシントンで他界して，セントポールのシ
ーベリー家の墓地に埋葬された，という以外に詳しいことは明らかにされてい
ない（Bunkers 4, 11−14）。どうやら，独身のままで生涯を終えた彼女は，一
握りの日記の原稿を残しただけで，歴史の表舞台に登場することもなく，ひっ
そりと姿を消してしまったらしい。その日記のどこかで，「政治にかかずらう
才能も気持ちもないし，それが女性の領域の一部であると感じてもいない」
（1860年 10月 20日：59）と断言し，「私のペンと紙の他に，私の思いを語り
合える人は誰もいない」（1862年 2月 14日：66）と嘆いていたように，キャ
ロライン・シーベリーは 19世紀半ばのアメリカ女性らしく，「女性の領域」
で沈黙することを要求される一方で，経済的自立のために教師として働きなが
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ら，無名の一生を送ることを余儀なくされたのだろうが，誰とも語り合えない
思いを「ペンと紙」とで綴った彼女の日記は，北部女性の目を通して見たアメ
リカ南部と南北戦争に関する見事な文化資料になっているのである。
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